Clinical Significance of PRKCI Gene Expression in  Cancerous Tissue in Patients With Gastric Cancer by 橋本 至
学位論文の要約 
 
Clinical Significance of PRKCI Gene Expression in  
Cancerous Tissue in Patients With Gastric Cancer 








Department of Surgery 
Yokohama City University Graduate School of Medicine 
 
横浜市立大学 大学院医学研究科 医科学専攻 外科治療学 
 ( Doctoral Supervisor：Munetaka Masuda, Professor ) 




Clinical Significance of PRKCI Gene Expression in  
Cancerous Tissue in Patients With Gastric Cancer 









 Protein kinase c iota (PKCι) はセリン/スレオニンキナーゼの一つであり，細胞の増殖，遊走，
転移，血管新生，アポトーシスへの抵抗に関与するとされている(Reyland et al., 2009; Rosse et al., 
2010)．また，様々な癌において PKCιタンパクや PRKCI 遺伝子が高発現している事が報告され
ており，予後予測因子としての重要性も報告されている（Murray et al., 2011）．そこで今回，われわ
れは胃癌手術症例における PRKCI 遺伝子発現の臨床的意義について検討した． 
 
2. 対象と方法 
 対象は 2002 年から 2012 年に横浜市立大学附属病院外科治療学，横浜市立大学附属市民総
合医療センター消化器病センター，神奈川県立がんセンター消化器外科の３施設で手術治療を
施行した胃癌症例 398 例とした．胃癌組織および近接正常胃粘膜の凍結検体より mRNA を抽出
して PRKCI mRNA の相対発現量を real-time RT PCR 法を用いて測定した．胃癌と正常粘膜にお




 PRKCI mRNA は近接正常胃粘膜と胃癌組織における発現量に，差を認めなかった（p=0.273）．
PRKCI mRNA の発現量を最大カイ二乗検定で求めたカットオフ値（2.83）で高発現群と低発現群の
2 群に分類し，臨床病理学的因子との関係について検討すると，PRKCI 高発現群で腫瘍径が大き
い傾向がみられた（p=0.064）． PRKCI 高発現群は低発現群と比較し，5 年生存率は有意に不良
















図 1  PRKCI 発現量と生存率 
 
4. 考察 
 胃癌症例において PRKCI mRNA の発現を比較した所，正常胃粘膜組織と癌組織において
mRNA の発現量に差は認められなかった (P = 0.273)．これまで膵癌や前立腺癌において PRKCI 
mRNA が正常組織と比較し高発現していることが報告されている（Scotti, et al., 2010; Ishiguro, et 
al., 2009）．一方，膠芽腫や膀胱癌においては正常組織と PRKCI の発現量に差はなかったと報告
されている(Lee et al., 2006; SanChez-Carbayo et al., 2006)． 
また，PRKCI mRNA の発現と臨床病理学的因子との関連性について検討したところ，腫瘍径











る EGFR，ERBB2 及び MET を介する RAS の活性化により，PRKCI 遺伝子発現が亢進し，下流に
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